
 
 
 
 
 
 

 
 

夏休み中に行われた林間学校を無事に終えることができました。天候にも恵まれ、行程通りにす

すめることができました。尾瀬の豊かな自然を満喫しながら、仲間とともに伸び伸びと活動を楽し

む子供たちの姿がとても印象的でした。また、ホテル内での子供たちの行動は素晴らしく、互いに

声をかけ合い、時間を守り、礼儀正しく過ごすことができました。仲間と協力して過ごす中で多く

の成果があった一方で、気持ちの緩みから言葉遣いが強くなってしまうことや、食事の際の好き嫌

いが見られる場面もありました。生活を共にしたからこそ見えたこれらの課題は、子供たちがさら

に成長するための大切なステップだと捉えています。２学期は「相手を思いやった言葉掛け」や「残

さず食べる工夫」についても、引き続き指導を行ってまいります。  

保護者の皆様におかれましては、夏休みの間、子供たちの健康管理、学習面のサポート等ありが

とうございました。２学期もたくさんの行事がありますが、子供たちが自分たちの力を最大限発揮

できるように、担任一同力を合わせて指導・支援していきたいと思います。２学期もよろしくお願

いします。 
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お知らせ  

 

９月に個人面談が始まります。学校

での様子と御家庭での様子について

話し合えればと思います。後日、お知

らせを配付します。１０分程度の短い

時間になりますが、よろしくお願いし

ます。 

【面談期間】 

１４日（月）１５日（火）１６日（水）

１７日（木）１８日（金）２４日（木） 

【待機場所】 

６年１組隣の共用教室 

 

 

新しい教科書を配りました。図工（下）の教科書は、６年生で使用します。 

６年生までご家庭で保管をお願いします。 

図工の材料準備のお願い  
２学期最初の図工で「見つけて ワイ

ヤードリーム」（教科書 P24〜25）を行

います。学校で針金を用意しますが、作

品に必要な材料は各自でご準備をお願

いします。 

【材料の例】  

ビーズ、ビー玉、モール、カラフルな細

い針金、リボン、土台（紙粘土・木切れ・

空き箱）など 

※細かい材料はジッパー付き袋などに

まとめて持たせてください。（名前の

記入も忘れずにお願いします）  

【林間学校の費用（返金）について】 

林間学校の費用につきまして、精算の結果、一人あたり３２１円の残金（返金分）が

生じました。 つきましては、林間学校に参加されたご家庭におかれましては、９月分の

集金（引き落とし）金額から３２１円を差し引いて徴収させていただきます。  

なお、費用の詳細（決算内容）につきましては、後日配信いたします会計報告にてご

確認をお願いいたします。 



放課後の過ごし方とマナーについて ～学校と家庭が連携し、粘り強く育てる～  

保護者の皆様におかれましては、日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、

感謝申し上げます。  

さて、1 学期の懇談会資料でも「放課後の過ごし方」についてお願いをさせていただきま

したが、残念ながら現在も地域の方や近隣住民の皆様から、公園や道路での過ごし方につい

てご意見やご心配の声をいただくことがございます。 

放課後の時間は子供たちにとって大切な息抜きや交流の場ですが、解放感から思わぬ事故

やトラブルにつながる行動も見受けられます。学校でも継続して指導してまいりますが、ぜ

ひご家庭でも今一度、以下の点についてお子様と話し合っていただけますようお願い申し上

げます。 

 

１ 自転車の乗り方と「乗り入れ禁止」の遵守 

〇禁止区域への乗り入れ。公園内の歩道や歩行者専用道路など、「自転車乗り入れ禁止」の    

看板がある場所を乗ったまま移動する姿が見受けられます。歩行者（特に小さなお子さ 

んや高齢者）にとって、自転車の急な接近は大きな恐怖や危険を伴います。  

〇一時停止と左右確認 交差点や見通しの悪い路地からの飛び出しは、命に関わる重大事故 

に直結します。「止まる・見る・待つ」の徹底を重ねてご指導ください。  

〇並進（並走）の禁止。友達と横に並んで走る行為は、周囲の交通の妨げとなり大変危険で  

す。一列になって通行するようお声がけください。 

２ 公共施設のルールとマナー  

〇公園や図書館などは、地域みんなで使う場所です。 

〇場所の独占をしない。ベンチに荷物を広げ放しにしたり、施設や公園の入り口付近にたむ  

ろして通り道を塞いだりしないようお伝えください。 

〇騒音への配慮。住宅街に近い場所で大声で騒ぎ続けたり、民家の壁やフェンスにボール  

をぶつけ続けたりする行為は、近隣の方のご迷惑となります。時間帯や場所を考えた行動

ができるようご協力をお願いします。  

３ ごみのポイ捨て禁止  

「自分一人くらいなら…」という甘い考えが、みんなで使う地域の環境を汚してしまいます。 

〇持ち帰りの徹底。お菓子の袋や空き缶を公園の植え込みに隠したり、道端に捨てたりする  

ことは絶対にやめさせましょう。  

〇「使わせてもらっている」という意識 遊び場をきれいに使うことは、次に使う人への最低  

限のマナーであることを伝えることが大切です。 

４ 金銭トラブルの防止と信頼関係  

お金が絡むトラブルは大切な人間関係を一瞬で崩壊させてしまいます。  

〇「貸し借り」「おごり・おごられ」は絶対禁止。「少額だから」「仲がよいから」であっ 

ても、お金の貸し借りやおごり・おごられる行為はトラブルの元です。絶対に行わないよ  

うご家庭でも明確なルールづくりをお願いします。 

〇お金の価値と人間関係の大切さ お金で買える付き合いは本当の友情ではないこと、そし  

て一度失った信用を取り戻すのは難しいことを伝えていきましょう。  

〇困ったときはすぐに大人へ相談する。万が一、お金に関するトラブルやモヤモヤすること  

が発生した場合は、一人で抱え込まず、すぐに保護者や担任など信頼できる大人に相談す  

るようお子様にお話しください。  

 

【結びに】「子育ては筋トレ」〜粘り強く繰り返し伝える大切さ〜  

教育の場においてよく「子育て（指導）は筋トレと同じ」と言われることがあります。 

筋トレが１回や２回で劇的な変化を生まないのと同様に、子供たちへのルールやマナーの指

導も、一度話しただけで完璧に身につくものではありません。何度も繰り返し、粘り強く伝

え続けていくことで、初めて自分の「筋肉（習慣や道徳心）」として定着していきます。 

子供たちが自分自身と周囲の人々の安全・安心を守り、地域社会の一員として気持ちよく

成長していけるよう、学校とご家庭が手を取り合い、根気強く見守り・声をかけ続けていき

ましょう。２学期も引き続いてのご理解とご協力をよろしくお願いします。  


